
【GIGA×指導の工夫・改善】 予習でつまずきの予想と把握、評価基準の設定、指導案（略案）

鳥取市立米里小学校（鳥取県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【GIGA×指導の工夫・改善】
様式Ⅱ-B1

本校では、研究の軸に「対話」と「評価基準
の設定」「系統性」の３つを置いている。特に
身につけさせたい資質・能力と目指す児童像
（評価基準）を明確化することで、授業展
開や予想される児童のつまずき、支援の在り
方や有効なICT活用について考え、授業づくり
を行っている。
指導案・指導案略案を作成する際、右のよ

うに「評価基準A・B・C」と「つまずきに対する
手立て」を明記し、支援のタイミングや方法、
内容について予め焦点化した。授業研究会で
は、これらのことを中心に事前・事後検討会を
行い、日々の授業づくりに生かすことができた。
特に評価基準AやBに到達したり、Cの子を
Bに押し上げたりするためには、児童に委ねる
時間の確保と対話の質の向上が課題であった。
課題解決のために、学習支援ソフトや
Googleスライド、ドキュメント等で予習を行い、
つまずきや課題を事前に把握したうえで授業を
展開することで、委ねる時間の確保とつまずき
への支援を行うことが有効であった。
つまずきに対する支援では、共有ドライブや

教育支援ソフトを活用し、いつでも他者参照
したり、ヒントカードを確認できるようにしたりした。
また、教員が直接つまずいている児童に支援
をするだけでなく、児童と児童をつなぐ橋渡しの
役割を意識的に行うことで、児童の理解と人
間関係を深めることができた。

指導案評価基準抜粋

予習実態把握と対話時間の確保

指導案略案評価基準抜粋

教科書の問題


